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寛容・進取・良識

昭和25年、新しい学制と男女共学制度の中で出発した北高は、「古い庁立」の伝統の中でその長

所美風を生かしていくことを基本方針とした。具体的には、「健康明朗で物事に対して実行力の

あること」「意志強固で中正穏健な思想を養うこと」「高き知性を身につけ理想を養うこと」と

いう自主的な北高精神であった。後に、第14代加藤重雄校長によって「寛容・進取・良識」にま

とめられ今日に至っている。（昭和55年制定）


